
監査におけるデータの活用は、これまでも新たな監
査アプローチとして注目を集める分野の一つでした
が、実際に監査の現場に定着しているとは言い難い状
況でした。その理由として、データ活用に基づく監査
の方法論が明確に定義されていないという監査基準の
課題がありますが、それ以上にデータを加工・分析す
るツールの機能が実用に耐えず、事例・ノウハウの集
積が進まないというIT側の事情が大きく作用していた
ものといえます。
しかし、BigDataなどのIT技術が喧
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され実用レベ
ルになった数年前から、状況は大きく変化しています。
本稿では、分析ツールなどの領域におけるIT技術の発
展と、それに伴う監査手法の変化と将来像について紹
介します。

これまで監査におけるデータ活用の技法として、
CAAT（Computer Assisted Audit Techniques：コン
ピューター利用監査技法）が知られていました。CAAT

にもさまざまな手法がある中、データダウンロード方
式によるCAATは、昨今多くの現場で実践されてきま
した。
この手法では、大きく分けて＜表1＞の作業ステッ

プにて作業が行われます。
ところが、この各作業については現場レベルでさま
ざまな課題がありました。その課題の代表例は＜表2＞
のとおりです。

理論上では容易に思われるCAATの手法ですが、実践
の段階になると、ITの側面における課題が多数あった
ことが、CAATの定着を阻害していた一因といえます。

1. DA（データ分析）ツールの発展
CAATに用いる分析ツールとしては、いわゆる「CAAT

専用ツール」と呼ばれるソフトウエアが利用されるこ
とが多かったところ、近年では「より大量のデータ
を」「より高速で」「より簡単に」「よりグラフィカル
に」分析する方向で、さまざまな新しい技術が開発
されています。ここでは、これらの総体をDA（Data 
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▶表1　CAATの作業ステップ

1 分析の要件定義

2 必要データを企業システムから抽出・ダウンロード

3 データを加工・編集して分析ツールに取り込み

4 分析ツールを用いたデータ分析の実施

5 検出事項の詳細テスト

▶表2　CAAT作業の課題

1
データ全件のパターンを確認せずに行う勘と経験に基づく
要件定義

2
データ抽出作業に想定以上の工数が発生、またはデータ件
数が多く抽出不可能

3
データを分析可能な形式に加工・編集するスキル、ツール
の欠如

4 大容量データを高速かつ簡便に処理するツールの欠如

5
検出されるサンプルが多すぎることによる詳細テストの品
質の低減
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Analytics：データ分析）ツールと呼称することにし
ます。

CAAT専用ツールそのものも機能が大幅に改善し、
その他に「セルフサービスBIツール」と呼ばれるBI（ビ
ジネス・インテリジェンス）ツールの操作性を大幅に
簡素化したツールが多数リリースされ、急速に浸透し
始めています。
さらには、一部の専門家のみが使用していた「統計
ツール」もデータ分析やグラフィカル表示の機能を拡
張し、逆の方向性として、汎
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的に使用されている表
計算ソフトなどのオフィスツールが分析機能を強化し
ています。 （＜図1＞参照）

2. CAATからDAへ
これらのツール群の特徴である「大容量データを簡
便かつ高速に処理」する機能は、監査におけるデータ
分析の有効性・効率性の向上に多いに役立つことか
ら、監査現場でのこれらDAツールの採用が急速に進ん
でいます。

CAATツールだけを利用していた時代から、多様な
DAツールから監査現場のニーズに適したものを選択
する時代になったといえます。

3. DAツールによる監査上のメリット
DAツール採用による監査上のメリットの例を紹介
します。
まずは、大容量のデータでも高速に処理できるよう
になり、例えば過去数年分の全社データをパターン分
析することにより、データ母集団の理解度が向上しま
す。数値に基づき正常値と異常値を区分できるように
なり、リスク評価の精緻化に有益です。簡便かつ高速
なデータ処理は、データを入手でき次第最短のタイム
ラグでの即時のデータ分析を可能にし、タイムリーな
監査手続に直結します。
分析結果をさまざまな切り口でビジュアル化できる
ことにより、勘定科目以外の視点、例えば組織、ユー
ザー（起票者、承認者）、日付、情報源（上流システム）、
取引先、品目などの視点の詳細な分析が可能になりま

す。これらの分析は、当法人の標準手続として実施し
ています。

1. ERPの発展
分析対象となるデータを生成・管理するERPの側

にも、監査におけるデータ活用の高度化に役立つ発展
が見られます。
大企業を中心に高いシェアを持つERPツール（以
下、A社ERP）を例に挙げますと、最新のバージョン
ではERPそのものが分析ツールの機能を有する構成
になっています。
これまでのA社ERPはデータの記録の機能に重きが
置かれており、例えば正確に計算を行う、自動的に
データを連携させる、入力時の制御（コントロール）を
行う、履歴を記録するなどの機能が充実する反面、記
録されたデータを分析する機能は高度とはいえません
でした。そのため、BIツールなどにデータを転送して
必要な分析を行うシステム構成を採用するケースが主
流でした。
しかし、最新のA社ERPでは、データを保存する
データベース基盤そのものがデータ分析機能を有して
おり、ERPと分析ツールが合体した構成になりまし
た。これにより、ERPとは別に分析ツールを導入する
必要がなく、ERP自体の中で高速かつ高度なデータ分
析を行えることになります。
このメリットを生かして、今後は、監査人が企業の

ERP内で直接高度な分析を行う手法も増えていくこ
とが予想されます。

2. DAからAI、RPAへ
DA（データ分析）を基礎として、監査領域での次の
新技術としてAI（人工知能）やRPA（Robotic Process 

Automation）への取り組みも進んでいます。
日本公認会計士協会 IT委員会研究報告第48号「IT

を利用した監査の展望～未来の監査へのアプローチ
～」で紹介されている監査の未来事例は2025年のも
のとなっていますが、その仕組みは17年現在の技術
だけで全て実現可能といわれています。
未来の監査業務は想像以上に早く日本の監査現場に
定着するのかもしれません。

Ⅳ　DAの先へ

▶図1　CAATからDAへ－ツールの変遷
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